
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 師：中 森 勉氏 
    金沢工業大学建築学部教授 
日 時：令和元年７月14日(日)  

    午前10:00～11:30 

会 場：小松市公会堂４階 大会議室 

受講料：無料（事前申込不要） 

第 244号 

令和元年 7 月 1 日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

 早，半年が過ぎました。７月は，五節句のひとつ，七夕(ｼﾁｾｷ)の節句があります。別名笹の節句とも言われ，

五色(緑・紅・黄・白・黒)の短冊に願いを込めて笹に飾ると願い事が叶うと言われていますね。図書館にも笹を

いただき，利用者の皆様が飾り付けをしていってくださいます。 

今月 14 日は，いよいよ今年度最初の，令和に改元して初めての市史講座です。たくさんの皆様がご聴講くだ

さいますように，短冊に託してお待ち申しております。 

     

「小松市の農家建築」 
～小松の農家からみた石川県の農家建築の特徴～ 

 

                  

 

第89回 市史講座 
 

 今回の市史講座は，当地方の山間部と平野部における農家建築の違いと，また時代によって異なる建築様式に

ついてです。 

前号まで，その概要や代表的な間取りとして国の登録文化財に指定された大杉町の下里家を紹介しましたが，

今回もその豆知識として，加賀型農家の典型的な間取りを持つ，旧米谷家(写真)の概要をご紹介します。 

 建物は，かつて日本海海運で知られる北前船の交易で隆盛を極めた廻船問屋の家屋で，梯川の河口の安宅町に

建っていました(現在，憩いの森に移築)。文政５年(1822)に建てられましたが，主屋は増築が重ねられており，

新しい座敷には離れがあり，しかも，土蔵４棟などが建ち並び，かなり大規模な家屋敷だったことが窺えます。 

『新修 小松市史 資料編 16 教育』7 月 25 日より発売開始！ 

郷校小松学問所(集義堂)から現在までの教育関係資料を集成しました。附録

DVD には，教育史料の原文や，当時の学校の原風景が満載です。 

  特別価格 3,800 円（令和元年７月～12 月） 

  定  価 5,000 円（令和２年１月～） 

  販 売 所 市史編纂事務局・うつのみや小松店・明文堂書店 

  

土間に接して，広間の｢オエ｣

と，｢クチノマ｣，｢ザシキ｣から

構成される広間型三室取りの

間取りを持つ建物です。 

 詳細は講座で，間取りなどの

図面は『新修 小松市史 建築編』

第 4章第 3節「平野部農家」を

ご覧ください。 



 

＜事務局７月の活動予定＞ 

・７月 14日(日) 市史講座 

・７月 20・21日 虫送り調査(蓮代寺町他) 

・７月 24日(水) 『教育編』完成報告会 

・７月 25日(木) 近現代部会 

・７月 31日(水) 小松市史編さん･編集合同委員会 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 芦城公園内 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/toshokan/shishihensan/index.html 

＜７月のカレンダー＞ 開室時間  10：00～17：00（火～金） ／ ９：00～17：00（土）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊     は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

     １ ２ ３ ４ ５ ６ 

７ ８ ９ 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31    

 

＜事務局６月の活動状況＞ 

・６月１･２･８･９日  赤瀬町町有文書資料調査 

・６月 ２日(日) 通史(近世)部会 

・６月 ５・26日 災害関係資料調査 

・６月 ８日(土) 金野村文書資料調査 

・６月15･22･27 日  赤瀬町町有文書資料調査 

・６月15･22･27 日  新聞記事(小松関係)資料調査 

・６月 15日(土) 河北潟・上山田貝塚・念仏林調査 

・６月 16日(日) 考古部会 

・６月 20日(木) 扁額調査(芦城小学校) 

・６月 21日(金) 大川町町有文書資料調査 

・６月 29日(土) 国府村役場文書資料調査 

「集義堂」扁額については，当初，京都の儒者西依周行(ﾆｼﾖﾘｼｭｳｺｳ)

筆の「集義」額が存在したが，後年破損がひどくなり，当時，教師を

務めていた榊原拙処が書き改めた(現存)。その後，前田斉泰がこの地

を訪れた時に，求めに応じて揮毫したのがこの扁額(写真)であった。 

この裏面には，扁額の由来が記されており，その調査がようやく池田

仁子専門委員により実施された。裏面の文字はかなり摩耗して判読は

困難だったが，かろうじて確認でき，下記の成果があった。 

。 

 

裏書(墨書摩耗に付き掲載叶わず)によると，前田斉泰が，明治 11 年(1878)夏に墓参りのため、金沢に一時

帰国した際、小松の人達の依頼に応じ、揮毫したとある。また，依頼した側の氏名が記され，学区取締の草鹿貢

は，今江村の寺子屋｢必下書院｣の教師を務めたことで知られ、掛飛秀は、明治７年から 14 年まで教職員として

芦城小学校に勤務していた人物である。 

なお、この裏書を撰文した湯浅丈太郎は、幕末から明治初期にかけ、集義堂で教師を務め、また、運営などに

おいても大いに尽力した人である。明治 16 年(1883)の天長節(天皇誕生日)に撰文された。 

「集義堂」扁額（芦城小学校蔵） 

近現代部会では，赤瀬町や大川町より町有文書を借用し，

市史掲載に向けて調査を実施している(左記活動状況参照)。

特に，赤瀬町文書の中には，大杉谷村役場の行政文書が保管

され，大杉村史を知る上でも貴重な資料である。その他平成

の出来事を振り返るため，新聞記事からも拾い上げている。 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

